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演戯詩に見た韓国の演戯

歩光鳳※

1.演戯詩とは

演戯1)とは、身振りと言葉で活発な動きと歌と踊りを兼ねるようになったいろいろなノリ(遊

び)の形態をいう。これには特に歌詞と唱が主になったものもあれば、さまざまな機能と才能

とマイム (mime) に至るまで多様な概念を保っている O しかし疎外されてきた階層によって伝

承され、伝えられてきたこの演戯の形態がその都度記録されず、若干の関心のある士大夫によ

って詩として表現されていたが、これがいわゆる演戯詩というものである O

演戯詩の源流は中 I~で探ることができる O 演戯に関する詩は以前から楽府というジャンルを

設定して当時流行っていた楽舞を歌で表現しているが、楽舞詩という名称、がすなわちそのよう

な例である O 楽一舞とは人類の発生と共に自然的に存在してきた人間最吉の芸術である O これは

最初には単純に休患を取り、退屈さをあやすために行ってきて、次第に専門家の演行に発展し、

変異した芸術である O このように衆人環視の中で自分の技芸を精一杯発揮するようになった技

芸人たちは、 j寅戯について関心がある詩人たちの注自の対象になり、詩人たちは多くの観点か

ら彼らの公演の姿を観察して詩で描写するようになった。

韓国演注文詩の意味を抜き出すため、まず今まで言及されてきたいくつかの詩の題自に注目す

る必要がある O

まず、最初の演戯詩と言える極致遠の「郷楽器t詠五首」がある O この郷楽とは楽・歌・舞-

!裁がすべて含まれた我々のノリである O すなわち「金丸Jr月真夏Jr大国Jr束毒Jr猿祝」など五
種類の才伎を描いているので雑詠であり、担1¥楽は外国から入ってきた唐楽とは異なり、韓民に

おける演戯をいう O また李稿の r，t，m6i難行Jと rlll台雑劇jを見ると、駆{難儀式と共に終わりに
行われた雑戯を詩として描いたものである O 特には16機行」は中国の楽Jf行本の一種として楽曲

とは異なり、歌詞を変えて歌う古詩をいう O それで音楽から外れてただ詩としてのみ存在する

楽府体であることが分かる O また成f見の frtJI i難詩jもi可じく憐礼儀式の終わりに行われる雑戯

についてl唄っているが、先の「駆慨行Jは当時盛んだった逐鬼の場面と共に~'1í~戯を扱っている

のによヒべ、「鋭機詩jは「弄丸Jr歩索Jr健編Jr長竿」等だけを扱った五言律詩である O した
がってこのような作品は臨場感のある詩であることが分かる O これを契機に後代に現れた詩の

題目を見ると、そろって「観賞昌一抹J. rm見劇絶句十二首J. r続優戯J. r観摩IJ八令」のよ
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うな「観Jがついており、直接公演場で見て作った詩であることを立証している O このように

ノリ(遊び)をする侶優が行ういろいろな演戯を観覧して作られた作品が演戯詩なのである O

一方、先行の研究成果を比較してみると、演戯は演劇の形式を取り揃えたが、その内容がノ

リに近いもので、また遊戯が演劇に移行する過程にあるか、遊戯と演劇が未分化された状態の

ものとみることができる 2)。したがって本稿では演劇や戯譲または唱蹴と索戯と場技等に関する

詩歌を一応演戯詩と規定しながら論旨を展開することにした。

結局、韓国演戯詩とは上記のような演戯の姿を見たり開いたりして、これを詩化した紀俗楽

府ということができる O

2.三毘時代の演戯

演劇芸術の起源、を原始的な宗教の儀式に探ることは、その儀式自体が歌と踊りと祈祷を必須

的な要件とする公演だからである O それゆえ歌と踊りの発展過程は演劇の形成過程と産科;して

いる O このような意味で踊りは最初の宗教的行為であると言える O したがって{三国志jr貌志
東夷伝」に現れた「群衆歌戯Jから、我々はこうした歌戯を類推でき、また夫余の迎鼓、高句

麗の東盤、識の(舞天からこうした側面を確信できる O 例えば、

高句麗其民喜歌舞、国中邑落 暮夜男女群衆 相就歌戯。

「貌志東夷{云J

武帝滅朝鮮以高匂麓為県使属玄兎、賜鼓来伎人其俗淫皆潔浄白

夜親男女群衆為信楽好調鬼神。社稜零星以十月祭天大会名臼東盟。

「後漢書東夷伝j

減:常用十月祭天昼夜飲酒歌舞名之{舞天。

「向上J

韓:常以五月田寛祭鬼神昼夜酒会群衆歌舞舞執数十人相関脇地為節

十月農功畢。

「再上J

夫余:正月祭天国中大会連日飲食歌舞名臼迎鼓。

「三国志貌志東夷{云J

がその例である O これはすなわち歌葬と歌戯が演劇の発祥としての韓国演戯の起源であると分

かる O このように東西を問わず農耕を主とする民族は、楽天的で歌舞が抜きん出ていた D かつ
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て韓宙人は春の種蒔きと秋の収穫が終わると人々が集まり、天に拝んでいた白衣民族である O

したがってはるかに遠い昔から告記を終えると、互いに食事を分け合い昼夜楽しんで遊んだ。

ここに歌と踊りで輿を起こし、面白い演戯を通じて輿を高めていた民族であった。

このように楽舞が盛んだったことを勘案すると、これを見て興趣を感じた人がいるだろうし、

あるいは自分も知らない間に却輿的に詩興を得ることもあっただろう O しかし当時このような

楽舞を見て詩化した記録は、どの文献にも見られない。ただし駕洛留の「首露クッjで建屋神

話の具体的な姿を儀式化し、歌われるようになった「亀旨歌jがあるだけである O しかしこれ

は単純な労働謡であって、演戯詩とはいえない。

三国の中で特に高句麗と百済は、地理的に中国と近かった or陪書JI東夷伝jによると百済
楽は中患の南朝楽の影響を受けており、高句麗楽は北朝の影響を受けて百済楽にない新興酉域

系楽器、すなわち五絃と撃築を使用して最後には跨の七部伎と九部伎に列するようになったと

いう。あの安岳三号古墳の「音楽演奏行列図jはこれを証明するよい資料である O その中でも

鼻柱が高く足を交互に重ね、二つの掌を突き合わしている人物を見ると、まるで雑戯を連想さ

せてくれる O また「舞踊塚の壁画jの踊っている入の装いはやはり同じ脈絡から窺うことがで

きる o fl日唐書jI楽志jを見ると、

高麗楽工人 紫羅Ip富 飾J-)、鳥羽・・・中略・・・推警於後 以緯抹額 飾以金瑠 一

人黄緒橋赤黄袴 極長其布IJ、烏皮靴 双双並立市舞・・

と言う記録に注自すべきである O すなわち、高句麗の踊る人は頭の上にまげを結い上げ緯抹額

をつけ、黄金のイヤリングに黄色い上着と赤いズボンをはいて、長袖で二人ずつ踊っていたと

いうので、当時高匂麗人たちの歌舞に対する様相がどのようなものであるかを汲み取ることが

できる。

しかしこのような楽舞の盛行にもかかわらず、これに関する我々の先祖による記録は満足す

るほどは残ってはいない。それゆえ、当時の演戯の姿は詩を通じて考察するしかなく、そのう

え三臨時代の記録はそれさえ資料がなく、中国の文録に依拠するしかない。

すべての詩はノリから生まれたと、ホイジンガ (Hoyjinga)は fホモ・ルーデンスHomorudensJ

で力説した。そのような例として、彼は信仰に基づいた聖なるノリ、歓喜と熱情の祝祭的なノ

リ、競技という投機的ノリ、自慢、 11事i弄、悪口に基づいたノリ、臨機応変と頓才のすばしこい

ノリなどを挙げた O そう見ると、ノリそれ自体には聖俗を行き来する奥深く微妙な哲学が宿っ

ていることが分かる O

一篇の詩とは、意識的だろうと無意識だろうと読者を魅了させる緊張を創造するものである O

この時緊張には強い情緒的雰囲気が伴う O これと同様に一つのノリも参加者を魅了する緊張の

創造が要求される O そうしてこそノリが面白く人を引きつけることができるからである O した

がってこれのため自然に楽器が動員され、歌と舞踊が伴うようになるのである O これがだんだ
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ん洗練され、芸術化されたものがいわゆる楽歌葬である演戯である O

単純に寂しさを紛らわすことを埋めようとする日常のノリとは異なり、一次元変化したノリ

の延長としてのこの演戯はすでに職業的ノリへの変身である。それで演戯はノリではないとい

う否定的見解もある O だが演戯の内容はどれを見てもノリではないことがないことを勘案する

時、この指摘が必ず正しいとは言い切れない。

とにかく単純な日常のノリは各部分ごとにより発展し、公演芸術へ変移させた O 演戯詩は直

ちにこの演戯化された公演を見て、それなりに主題を展開させ、その雰囲気を詩化したもので

ある O 演戯である楽歌舞にはすべて、強い人間的苦悩、または叙情的状況が宿っている O これ

はそれぞれの音楽のリズムや舞踊の動作に凝縮されているが、正しくこの人間的苦悩と叙情的

雰囲気という二種類の状況を制限されたいくつかの文字の詩として表現することはそんなに易

しいものではない。このような中で今まで描写された演戯詩の表現様相を見ると、おおよそ次

のようである O

第一 作者が公演者自身の心情になり、彼の苦悩を表にあらわすものである O 例えて言えば、

有能な公演者は自分の情!惑を音楽の性質・品格と舞踊ないしは雑技の動作に注入し表現するの

で、作者はこれをよく見極めなければならない。

第二 鑑賞者の情緒的反響を通じて公演の雰閣気を捉えることである O

第三 公演するそのままの姿を描写するが、できるだけ作者自身の主観を少なめに注入し、

公演内容の描写に忠実することであるO

第四 聯詩の場合、大体観客の入場から退場までの雰囲気を順次的に描写することである O

第五 有能な公演者の場合、作者は彼を特にほめたたえ、彼の過去を厄E皆、する手法である O

以上のようなことを勘案した時、演戯詩の描写は決して柔らかいものではないことが分かる O

今から叙述される演戯詩は結局この範障に属するのはもちろんである O 我々の演戯詩の中で一

番先に自にとまるのが「高句麗詩jである O

イ可志浩の f中国舞踊史jによると、高句麗の演戯を詩イヒした王権の次のような詩が伝えられ

ている O

粛粛易水3)生波

燕越佳人自多

{頃盃覆@濯濯

垂手奮葬裟裟

不惜黄金散尽

只畏白日娃詑

うすら寒く寂しい易水に波は立ち

越と燕の留には昔から美人も多く

酒杯をあげようとして溢れている酒棄を覆って

袖が振れて輿に乗って舞を舞う

黄金を惜しみなくすべて費やしてしまう

明るい自が怖いいつ志を遂げるだろうか。
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「中国舞踊史-高句麗詩j

上の詩を見ると、当時高句麗人の歌舞がどれほど気概堂堂したもののかが分かる O 上の詩は

特に、鑑裳者の情緒的反響を通じて公演の雰囲気を捉えることで不培黄金、恐れの表現に現わ

れた。これとは異なり詩聖の李白が蹄りの姿をよく描写した。「高句麗詩五絶jがそれである O

金花折風4)帽

白馬小j墨田

翻翻舞広袖

似鳥海東来

黄金の花をつけた帽子を被り

自馬に乗ってゆっくり行く

ひらひらと踊る広い袖に

鳥のように海東(韓国)から来たのか。

「李太自集巻六J

ご覧のとおり、この詩は公演するそのままの姿を描写するが、出来るだけ作者自身の主観を

少なめに注入し、公演内容の描写に忠実であったことを垣間見ることができる O 踊を踊る舞姫

の爽やかな様子を詩仙らしく見事に詩化した O 豪放不鴇な李白が詩を作らなければ樹えられな

い衝動を感じる踊りだったら、これまた相当な水準の踊りだったことは容易に推察できる O

一方、中唐の自居易は、

胡イ山女胡イI~女

心応絃手応鼓

絃歌一声双手挙

廻雪瓢瓢転蓬舞

左旋右転不知疲

千匝万j笥無己時

人間物類無可1ヒ

奔車輪緩旋風遅

臨終再拝謝天子

天子為之微啓歯

「後Ut各J

蛮人の仙女よ、蛮人の仙女

節と拍子がよく釣り合い

絃を弾く音に再袖をそっと乗せて

風にはためく雪のようにヨモギが飛ばされるよう

左右にlillり回っても疲れない

千田万回由って止まることがない

人間万物の中に比べるものがないので

速い車輪、つむじ風も遅い

曲が終わり天子にお辞儀をし

天子はにっこり笑みをつくられる

「白氏長慶集巻三」

と詩化し、公演内容に忠実であることが分かる O 一見して今日の「扇の葬jを連想するさわや

かなノリである O しかし、もともと胡旋舞は、胡女が小さなボールの上に上がりボールの転が
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りによっていろいろな踊りの姿を見せてやるもので、雑技と舞芸が混合した演戯である5)。この

ようなノリは当時、康国・朱罰・識!萱国など~域の胡旋務と類似したもので、果たして独自の

な高句麗舞かどうかはもう少し詳しく調べねばならない問題である O

一方、{高麗史J1"楽志jによると、従来の高句麗楽の中で「来遠城j ・ 「延i場J. I"?冥ナI'IJ

など三種があったといわれ、日有害J1"楽志jには「芝棲歌j ・ 「歌芝楼舞jがあげられている

が、その演出方法は知るすべがない。また、百済には楽として「禅雲LL]j . 1"無等111J . 1"井

邑J. 1"智異山J. 1"方等UJJなどがあり、伎芸として「投牽J. I"IHl碁J. 1"樗蒲J. 1"握

渠Jと「弄珠之戯」などがあげられるが、この中で「奔珠之戯」が関心の種になる D そして

f日本書紀jに登場する百済人味摩之が南中国の呉の留で伎楽を習い、日本に伝えたという記録

が見られるが、むしろ百済の記録に残っていない。この記録は、地理的に交通が容易だった南

朝のいろいろな王朝と早くから交渉が頻繁に行われていた苔済が仏教文化を吸収して日本に伝

えた証拠であり、特に東菅から受け入れた仏教文化は高度の発達を促進させて、自らの芸術を

発達させ、またこれが日本に伝わり日本のいわゆる伎楽面や伎楽に関する記録がこれを間接的

に証明してくれている O この伎楽は仏教布教のためのタルチュム(仮面麟)であり、台詞のな

い黙劇で、西域から由来したものが中国を経由して百済に伝来して、また日本に伝えられたと

見ることができる O

3.新羅時代の演戯

三国を統ーした新羅は、上記二カ国よりは多くの記録を残しており、考察するのに苦哀がよ

り少ないo r三国遺事j 新羅儒理王9年 (32) 僚によると、嘉俳の名 Í~í'j を迎えて歌舞百戯をまんべ

んなくやったという記録が見られる O 特に真興王12年 (551) に八関会を初めて開き、その)IIW芋

を紹介したが、この時総棚を二つつなげておき百戯歌舞をしながら福を祈願したというが、こ

れこそ絹の天幕をきれいに垂れ下げた所であらゆるノリを行い、その規模を自慢する留の大き

な行事であったと言える O しかし、この時ノリにととのくらい演劇的要素が加味されたかを確実

に知ることはできなし可。そして新羅時代には、上j畜貴族に属した人物が王朝の伝承と民間の伝

承の間で席を占め、自らA女やクアンデ(役者)の役をしながらノリをしたりもし、そのよう

な姿の中で演劇の痕跡が発見されたりした O 一方、感恩寺西塔と慶ナ1'1 味~r)王陵地区で発掘され

た土偶の中には提琴(桐板)、杖鼓、笛、琵琶、または援を演奏する姿と、奏楽する女性像の姿

が多く見られるが、これは当時行われたある儀式や析指行事を垣間見ることのできる重要な資

料と言える。またその中には逆立ちするものと体を怪しげに曲げた像もあり、右足をさっと持

ち上げて右手に当て、左手を下に下ろして左足に当てた姿もある O またある土偶は二本の足を

前に延ばしており、二本の手を肩の上にまわして地面にっけながら全身を長く伸ばした姿もあ

る6)。恐らくこのような姿は今日のサルパン(旅芸人の遊びの一種)に似たノリではなかったか

と考えられる O こうみると、実際に記録されてない民間伝承の雑戯と歌舞が新経時代にはどの

くらい盛行したかが分かる O もちろんこのようなノリは自生的なノリの可能性もあるし、また
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外来的なものだということもできる O

一方、唐の蘇鶏の「社楊編Jによると、新羅の景徳、王 (752-765)は唐の太宗が仏像を好きだ

という知らせを開いて五色の毛布を鰭ったが、その作りが巧妙で、美しく、また当時最上の物で、

四方ーすごとに歌舞と伎楽の行列といろいろな毘のUJ}IIの形相が描かれていたという7)。これは

やはり統一新羅時代に伎楽が盛行したというよい証拠である O

このほかに新羅楽として「会楽・新熱楽・突悶楽-校児楽・思内楽Jなど18種が f三患遺事j

「雑志Jに見られ、この新羅楽は琴尺、舞尺、歌尺などから構成されている O この三酉楽のほか

にも韓留の演戯史に比重を占める「剣舞・処容舞・無碍舞jなどを挙げることができるが、剣

舞は別名「黄昌舞jともいい、これは死んだ人物を追慕する仮面舞として花郎官昌の武勇談に

由来している O したがって葬礼と関連した仮面舞として、これが果たして演劇に発展し得たの

かは疑問である。この剣舞は高麗末に李露が乙丑年(棋王 11年:1385)の冬に見た時は、す

でに「黄昌舞Jと呼ばれる「仮面舞鍛戯Jに変わったし、その後金宗直は「東都楽府jで「其

舞周旋顧問 変転換忽、至今凍猶生気 立有其節jと言い、武舞としての雄々しさを語った O

この「黄昌舞Jに対する関心は「東都楽府j以来いわゆる紀俗楽府によく反映されているが、

そのうちのいくつかを引用すると次のようになる O

若有・人分滋離儲

身未三尺何雄賎

平生迂鋳我所師

為国雪恥心無謬

銅鐸擬頚股不転

剣鍔指心自不採

功成脱然罷舞去

挟山北海猫可超

ここに一人がいるがやっと大人の歯が生える年

身は三尺にもならないのにどうやって飛ぶのか

一生を在錆のように友軍の手本になり

国の面白のなさをすすぎ'恨みを晴らした

首に剣を突き付けても足も震えず

剣の先が心臓を狙っても自は驚かない

手柄を立てても平気に踊りをやめて退いていく

山を挟んで北海を飛び越えるようその勇猛さは恐るべし。

f金宗寵・東都楽府」

黄昌が幼いときにも敵を恐れず、「為国雪恥jする気概をよく描写した O たとえノリの踊りで

あっても首に剣を当てて絶対に驚かないその気概が、結局国を救うことになったと作者は彼の

気概を高く称えた。また沈光世の f海東楽府jには、

十余学実IJ務

観者傾一市

児心量無以

報仇軽一死

十余歳のとき剣の費を習ってので

見物人が市場全体を覆った

幼い心にもなぜわけがないだろうか

による死も軽く思い
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自首笑古人

舞!湯真竪子

首を[QJし昔の人を期り笑いながら

秦葬陽は本当に幼い子だったね

「沈光世-海東楽府J

とあり、沈光世は黄畠の思慮深い心を中心に、密やかに復讐に焦点を合わせた O

一方、李学達は黄昌郎の勇猛性と、そのために自が不自由になった母が局留の機知でまた視

力を回復するようになるという故事を中心に詩を作った。

部党郎党

左血f母右~J上傷

厳然、来者黄昌郎

昨爾擁長初

去刺批j可王

爾是秦舞陽

奈何秦国強

人乎鬼乎何イ長イ長

応億爾嬢血泣望

西風吹謂置嬢傍

黄昌嬢黄昌嬢

前言誤爾不須信

黄昌来舞分

葦郎開眼目匡

黄昌郎よ堂々としているね

左の指には血、右の足首には傷があるが

すばしこく来る者が黄昌郎だ

この前に長い槍を持ち

押し寄せて泣河王を突き刺し

そなたは薙かに秦の焚i湯だな

秦は強いくになのでどうすることもできない

人なのか鬼神なのかどうして一人ぼっちなのか

恐らく考えるとそなたの母の血涙を

西のj武がそなたを吹いて母の側に置いたのか

黄昌の母よ 黄昌の母よ

前言が間違っているのでその言葉を信じるな

黄畠が戻ってきて踊りを踊っているが

どうして早く目を開けていないのか

以上は、上記したように黄昌郎を失った母の悲しみと衝撃を描写した。「処容舞Jもまたさま

ざまな鬼神を撃退するための蹄りだが、演戯として一層注目に値する意義を保っている O 李籍の

詩によると、高麗末までも「処容舞Jが慶ナけから伝承されていることが分かる O もともと成促の

r 11書潜叢話j によると、「処容舞」は初め黒布紗i帽の一人舞で、仮面は砕7tl~色の赤色面であった。

その後「五方処容舞Jに変わって、成宗24年(1493) に完成された f楽学軌範jには「鶴蓮華台

処容舞合設jといって総合歌舞劇になっているのが分かる O この踊りはその後も伝承し続けて、

韓末までに継承され最近本格的に再演されている O この「処容舞jは関雲浦から伝承し続けられ

たものと、ソラボ、ル(徐羅伐、今の慶列りに移したものに分けて調べられるが、これは韓国の演

戯史で重要な位置を占めるかもしれないのは事実である O これについて越東ーは、関雲浦に残っ

た「処容舞jは新羅の滅亡とは無関係に伝統民俗劇に伝承され、後代にタルチュムとして継承さ

れたのではないかと考えられ、ソラボル(今の慶州)に移っていった「処容舞Jは貴族のもので
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悲劇的な性向を保持した演劇だという特異な性格を具現化し、高麗以後には、演劇的な意義がむ

しろ縮小された「処容舞jとして定着したのではなし 1かという意見を提示したことがある O その

真偽は分からないけど、この「処容舞Jは王朝の交替にもかかわらず高麗時代にも伝承され、

「駆灘舞Jと「宴楽舞」として引き継がれ「山台雑劇jの重要なレパートリーの一つになった O

さらに新羅歌謡の「処容jは高麗時代になって歌楽を加えて敷桁した「処容歌」に発展し、また

「雑;処容Jにまで大きく広がった。これは「処容歌jの演戯性がそれほど民衆の迎合を受けたと

いう兆候で、また朝鮮時代には楽府として伝承して大韓帝国時代にも実演された O したがって

{楽学軌範jに載った踊りの動作と歌詞は韓国の演戯史で最も根が深い歌舞でもある O

結局、統一新羅になっても演戯についての詩は伝わるものがない。これはすなわち当時まで

の貴族文化階層の演戯に対する関心が見て楽しむことで終わってしまい、それを詩化しようと

する文化意識、あるいは伝統文芸意識はなかったことを物語る O しかし、新羅末になると韓国

の漢詩文学の関山始祖の雀致遠が現われ、これに対する関心を詩に詠んだ。有名な「郷楽雑詠

五首jがそれで、ある。

この作品がどのように成立したかについては、ただ{三回史記jと rJ吾書jに記録があるだ

けで、確かとはいえない。従ってこの「郷楽雑詠五首Jは当時、末世流の社会で行われたある

祭礼と儀式、そして八調会などで行われる歌舞百戯を見て、崖致遠が唐に滞在していた時に見

ていた演戯を連想して作ったものであると推測する O 特に前述した王褒・元積・李白・杜甫・白

)舌易などによって詠まれた多くの演戯詩をそれも唐に滞在していた時に読んだり、あるいは共

感したりしただろうし、このような影響が彼の f郷楽雑詠五首Jの創作に産接・間接に作用し

たであろう O これに対する今までの研究結果は、それが新羅国有のノリではなく外来のもので

あり、特に西域系統の影響を受けたものだという意見が支配的である O また西域系統のものと

いっても、伝承途i宇に本源が変調したであろうという梁在世話・李杜鉱の説8)と「西涼伎jから起

源を探し求める金学主の意見9)がある O 本稿ではこのような説をもとに可能な限り演戯の根源、で

あるマイム (Mimic) と{it稽 (Farce)の要素として「郷楽雑詠五首(一名新経五伎はを考究し

ようと考えている O

原始時代、演戯の発生動機は模倣衝動と、祭儀の面から考えられる D 今まで主に言及されて

きた部分は後者の祭儀の面が強いものだが、これはギリシャと中国でも同じであった O すなわ

ちギリシャ演劇がその発生をディオニソス祭で見つけられるもののように、中国の演劇も最初

は宮廷と民家で亙女によって挙行されていた宗教的な祭儀から始められた。特に季節祭の演戯

的要素は後世の芸能を成熟にするのに核心になってきて、この祭典の亙俗的演技として独唱独

葬式、対唱対舞式、合iiE合舞式の演戯様式が開発されたものと推定される。このu寺、唱と舞は

すなわち人間の原型的な感情であり動機であり表現だと言える O 韓国の古代の祭儀である東

盟・迎鼓・憐天など農耕儀礼がそのようなもので、その後に現れた三国楽がまたそのような芸

だと言える。
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(以上は予光鳳の論文「演戯詩に見た韓国の演戯jから抜粋した一部である。)

注

1)演戯とは臼本の芸能に当たる O 筆者は今まで演戯の言葉を使っている。

2)林在海:rコットカクシ(健儲)遊びの理解J43頁、弘盛社、 19810
3)荊軒歌:熊太子丹のために秦始皇を刺殺しに行って河北省易水で見送る席で詠じたく易水歌>。

風薫薪今易水寒壮士一去分不復還

4)折風:新しい襟をつけた頭巾。本踊りは金銀で飾った服に広いそでと広いズボンを着て、白い

革腰のベルトに黄色い皮履を履き踊っている蹄り O

5) 可宏、浩:中国舞踊、史、 p.l87、“按拐旋女舞 即是拐女立於小向球上的 掠人組球転作種糧不

動的舞姿 這是混雑技与党舞芸於一燈的東西 当然容易引起観衆驚歎的"。

6)李蘭英 f新羅の土偶j、世宗大王記念事業会。 19760

7) 関j習菟 f東京雑記j干Ij誤編。

8)梁在淵「新羅五伎研究序説Jfl;旬南越潤済博士lill甲記念論文集j19640 

李杜鉱{韓国演劇史j民衆書館、 19750

9)金学圭「郷楽雑詠と唐戯との比較考釈Jr亜細亜研究i第七巻第二号、 19640

|新子IJ紹介| 前回速夫也前田憲二 ω)11上隆志 著

f渡来の原郷一白山・ ill女・秦氏の謎を追って-~

本書は3部構成で、第1部は前日1速夫の 11~1
山信仰の謎と古代朝鮮j、第2部は前IJl憲二の

「朝鮮半島のl呪術と霊魂観」、第3部は]IU二隆

志の「渡来文化と謎の民」となっている O

第日目前田速夫「白山信仰の謎と古代朝鮮J
では、日本の白JJJ信仰が朝鮮半島から渡来
したネIjl信仰であることが論じられる。 i白ヨ語頭Z 
!山11一Jの局辺に恒依{拠した天孫族とも名乗る騎騎司!
民族は、太陽の光を向かつて韓半島を南下

東進し、その終着地が日本であった O 白山

というのは白色のLL!ではなく、日の光にH日
りかがやく IJIであり、漂泊の民である天孫

族は白山周辺に定着し白神を祭ったので、

これが1:'=:1山神社の祭神となった O 白神信仰

は渡来信仰であり、白 IJ-I信仰に眼らず、日
本国有のものとみなされてきた神社信仰の

基層には、朝鮮半島から渡来した神々が深

く関わっており、その例として八i橋信仰・

稲荷信仰・諏訪信仰・天神信仰などが取り

上げられる O

第2音15niJ EEl憲二「朝鮮半島の呪術と霊魂観」

では、 nK女を貰ーく祭儀、というサブタイト
ルが付けられ5か月?の祭{義のJJV誌を訪れ、日
本の祭りとよヒij[交している O 比較の対象とさ

れる祭記は、①ソノルムクッという農耕儀

礼 ②高寿大宅クァという還暦、喜寿を祝

う儀礼 ③別ネIjJ祭という村祭り ④韓国最

大の祭り、江i凌口出午祭J ①珍島のタシ
レギ(弔い祭り) である O 氏はそこで、祭儀

の過程を降初1. 娯ネ111 • 送キIjl と区分して日本

の祭儀における伺殺の姿素を指摘している。

第3部川上隆志「渡来文化と謎の民jでは、

秦氏・大久保長安のjp;郷を求めて、とし aう

サブタイトルの下で、秦氏・大久保長安の

来歴を探り、渡来系の民であることの根拠

をIYjらかにした。

本書は3入が韓国の儀礼に参加し、それぞ

れ自身の[1良を通して見た実感と、長年の調

査・研究・活動の蓄積を踏まえ、 El本の文
化の渡来ルートを朝鮮半島に探った一番で

あ る金泰)llft)

(現代書館 A5*U230頁 2010年創刊:1])
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